【２０２３年度　みさわ研修問題集】
研修名：緊急対応

 1. 廊下で倒れている人を発見しました。最初に行う対応で正しいものはどれでしょう。
①その場でまずは利用者・職員の誰にも聞こえるような大声で人を呼ぶ。
②まずは救急車を呼ぶ
③まずはそばに行ってその人の様子を確認する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
回答　③　　
2. 救急車を呼ぶ際に最初に伝えることで正しいものはどれでしょう。
①生い立ちを含めた生活歴
②入所（利用）に至った経緯
③現在の状況に至った経緯
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
回答　③　　
3. 緊急時のABCで正しいものはどれでしょう。
①A：顔色を見るB：触れてみるC：声をかける
②A：気道確保B：呼吸確保C：循環　心臓マッサージ
③A：AEDを持ってくるB：酸素ボンベを持ってくるC：救急カートを持ってくる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
回答　②
4. 救急車を呼びました。搬送時に持参するもので必要なものはどれでしょう。
①搬送先で更衣する可能性があるので、着替え一式
②また戻ってくるか不明なので、対象の方の全ての荷物
③服薬内容がわかるお薬手帳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
回答　③　
5. 緊急時の対応の職員全体のレベルアップのためにより必要なことはどれでしょう。
①職員全員の定期的な学習と実技演習の場
②ネット視聴を含めた自己学習
③職員間のミーテイング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
回答　①






研修名：防災・災害について

 1. なぜ防災の研修が必要？
①実施が定められている為
②防災月間の為
③職員は自衛消防組織の一員である為　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
回答　③　　
2. 防災の基本とは？
①日頃からの備え
②災害を防ぐ事
③災害が発生した後にどうすべきかを考える事
回答　①　　
3. 家族間で防災会議を行う際に、内容として適切なものはどれか？
①家の外で安全な場所の確認
②救急処置の知識を身につける
③持ち出し品の点検や置き場所の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
回答　③　
4. 次の非常用品の内準備の優先度が低い物はどれか？
①ティッシュペーパー
②簡易トイレ
③スニーカー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
回答　①　　
5. 火災に遭遇した際に最初に取る行動はどれか？
①消防への通報
②消火活動
③避難誘導並びに自身の避難行動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
回答　②
　








研修名：車両管理について

 1. 通勤時の事故。原則として、相手への補償は誰がする
①会社法人
②会社法人が契約した保険会社
③事故を起こした本人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
回答　③　　　
2. 実際に企業が事故の責任を負うケースはどのような場合か
①私有車通勤を認識しており、きちんと車両管理がされている場合
②私有車通勤を認識しており、車両管理に不備がある場合
③私有車通勤を認識しておらず、車両管理に不備がある場合
回答　②　　
3. 勤務中の事故の損害は労災保険でカバーできる？
①できる
②できない
③一定の規定を満たせば一部可能　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
回答　②
4. 車両管理として適切なものを選びなさい
①自賠責保険は入っているが任意保険は個人の自由なので入っていない
②通勤に届けだしていない家族の車を使っている
③免許の期限が近いのでそろそろ更新が必要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
回答　③　
5. 当法人で自家用車通勤を行う際に必要な届け出として不適切なものは
①車庫証明書
②私有車通勤許可申請書
③職員駐車場使用許可申請書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
回答　①　









研修名：事故対策

 1. なぜ転倒事故は高齢者に多いのでしょうか
①加齢による変化や疾患により事故が起こりやすい
②サイズの合わない靴を履くから
③家族が部屋の片づけをしないことが多いから　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
回答　①　　　
2. 転倒発生要因の内的要因で間違っているものはどれでしょう
①加齢変化
②床に置いている本につまづいた
③認知症
回答　②　
3. 転倒発生要因の外的要因の間違っているものはどれでしょう
①廊下に物がたくさん置かれ歩きにくい
②床に飲み物をこぼしたまま、ふき取っていなかった
③考えごとをしながら歩いていた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
回答　③
4. KYTとは何の略語でしょうか
①危機管理トレーニング
②危険予知トレーニング
③機器トラブル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
回答　②
5. ２０２３年度上半期の事故で、高齢領域で最も多かった事故はなんでしたか
①転倒転落
②誤投薬
③外傷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
回答　①









研修名：ストレスケアについて

 1.職場のメンタルヘルスのための4つのケアのうち、「周りの同僚や上司が気を配って支えるケア」は次のうちどれか
①ラインによるケア
②産業保健スタッフによるケア
③事業場外資源によるケア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
回答　①　　　
2. 職場のメンタルヘルスのための3つの予防のうち、ストレスチェックは次のうちどれか
①一次予防
②二次予防
③三次予防
回答　①　　
3. ストレス要因として当てはまるものは次のうちどれか 
①悪い出来事だけがストレス要因となる
②人間関係の問題だけがストレス要因となる
③良い出来事も悪い出来事もストレス要因となる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
回答　③
4. セルフケアにあてはまらないものはどれか
①ストレス解消法を増やす
②休息をとらずに毎日仕事をする
③ストレスに対する捉え方を変える　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
回答　②　　
5. ストレスの注意サインのうち、「行動面のサイン」に当てはまるものはどれか
①ちょっとしたことでもイライラしやすい
②肩こりがひどい
③お酒の量が増えた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
回答　③　








研修名：ハラスメントについて

 1. 当法人はハラスメントを取り扱う対象者について、どの委員会がそれぞれ管轄しているか、正しい物を選べ。
①・ハラスメント対策委員会（職員⇒職員ハラスメント）・安全衛生委員会（顧客⇒職員ハラスメント）
②・安全衛生委員会（職員⇒職員ハラスメント）・虐待防止推進委員会（顧客⇒職員ハラスメント）
③　・ハラスメント対策委員会（顧客⇒職員ハラスメント）・安全衛生委員会（職員⇒職員ハラスメント）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
回答　③　　　
2. 職員同士のハラスメントと、顧客から受けるカスタマーハラスメントそれぞれのまず始めの相談窓口はどこ正しい物を選べ。
①・職員⇒職員ハラスメントは『総務』が相談窓口・顧客⇒職員カスハラは、『その日のリーダーや上司』が相談窓口
②・職員⇒職員ハラスメントは『執行管理者』が相談窓口・顧客⇒職員カスハラは、『総務』が相談窓口
③・職員⇒職員ハラスメントは『庶務』が相談窓口・顧客⇒職員カスハラは、『執行管理者』が相談窓口
回答　①　　
3. 介護業界にカスハラの多い３つの理由で間違っているものを選べ
①顧客が職員は何でもしてくれると勘違いしている
②施設側が顧客の要望を何でも聞く姿勢だから
③顧客は少々の事は耐えなければいけないと思い込んでいるから　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
回答　③　
4. カスハラの有効な対応策で間違っているものを選べ
①顧客に尊厳をもつ対応で攻撃的な気持ちが生まれにくい
②フローやマニュアルの作成と周知はせず独自に対応する
③契約書などで利用者、家族にもハラスメントに対する内容の説明・同意を得る　定期的な周知を行う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
回答　②　
5. 時間拘束型の対応で間違っているものを選べ
①対応できない理由を説明し、明確に告げる
②複数回電話はあらかじめ対応できる時間を伝える　それ以上に長い対応はしない
③状況応じて、弁護士への相談や保健所への通報等を検討　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
回答③　
研修名：虐待防止・身体拘束について

 1.身体拘束、虐待を行ってはいけない理由に該当するものは
①してはいけない事と指導された為
②法令により定められている為
③ケアが楽になり介護力が低下する為　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
回答　②　　　
2.次の内心理的虐待に該当するものは
①利用者を子供のように扱う
②生活に必要な金銭を渡さない
③必要な介護サービスを制限したり使わせない
回答　①　　
3.次の内虐待を防ぐ為の取り組みに適しているものは
①職員へ監視の目を光らせる
②開かれた環境作りを行う
③虐待・身体拘束を行った職員へ罰を与える　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
回答　②　
4.身体拘束を行う場合の緊急やむを得ない場合の3原則の内、「切迫性」に該当するものはどれか？ 
①身体拘束その他の行動制限が一時的なものである事
②身体拘束その他の行動制限を行う以外に代替する介護方法が無い事
③利用者本人または他の利用者等の生命または身体が危険にさらされる可能性が著しく高い事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
回答　③　　
5.次の内身体拘束廃止に重要な方針として適切ではないものはどれか
①やむを得ない場合に拘束を行う際の手順を明確にしておく
②事故が起きにくい環境を整備し、柔軟な応援態勢を確保する
③トップが決意し、施設や病院が一丸となって取り組む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
回答　①　
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